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コモンズ工学とは

・コモンズをつくる工学

・コモンズを工学的に理解する

「コモンズ」

・公ー共ー私： 私でも公でもない、第3の道としての共によるマネジメント

・ヒトーモノーコト： ハード面（インフラ）とソフト面（まちづくり）を別個に論じるのではなく、

ヒト―モノ―コトの連関としてとらえる方法



京都にふさわしい都市マネジメントの方法論の構築

・町衆が支えてきた世界

・戦後復興と不良住宅地改良を旨とした全国一律の現行法制度とは異なる、

京都の実空間に適した新しい都市マネジメント方法の構築へ



京都のコモンズ

京都のろーじ空間（町中のコモンズ）

・・・前近代的ノスタルジーの対象として終わらせるのではなく、

新しい共の都市運営ケースとして位置づける

京都の周辺環境（山里のコモンズ）

・・・市民が受け継いできた山林、河川等の

周辺自然環境のマネジメント方法の再定義をする

京都を町中と山里の連続体として、コモンズの議論の検証の舞台とする



町中のコモンズ

課題：住民の高齢化―文化の継承

現代に非適合な木密―災害対応

事例：

・会所－現代の名物観賞・文化財共有・・・展示の場

・町家―町家をひらく・・・コンテナ町家

・ろーじ―防災 避難通路・・・3Dスキャンによるシミュレーション



現代の会所－展示陳列空間研究



現代の会所：

近代の展示・陳列の場にみる「文化財」共有の可能性



コンテナ町家



京都市の景観規制

街区内部の人口が増えるが、通り側はがらんとしてしまう

通り側のアクティビティを高める



ろーじ3Dスキャン



ろーじ空間３Ｄスキャン・点群データ

正確な計測が可能
色・材質なども記録可能

（著作権の関係で図版削除）



ろーじ空間３Ｄスキャン・点群データ

３Ｄ画像による避難シミュレーション

・・・立体モデルによる避難経路の提案

（著作権の関係で図版削除）



山里のコモンズ

課題：限界集落化－インフラ維持コスト

事例：

・集落景観ー土壁＋セルロースナノファイバー・・・景観の継承

・小川ーマイクロ水力発電・・・マイクロインフラ



土壁＋セルロースナノファイバー











マイクロ水力発電



地形から読み解く集落の特徴

（著作権の関係で図版削除）







コモンズを知る： 現代の会所（「名物」の観賞）―展示空間、山里研究

コモンズを/でつくる： 土壁＋セルロースナノファイバー、コンテナ町家

コモンズをささえる： ろーじ3D、マイクロ発電



コモンズの可視化・統合データベースの構築・・・点群データの活用

微細なデータ→時空間の記録―ヒト／コトの軌跡

一様な記録 →身体性の記録―マテリアリティ、アフォーダンス

インテグリティ→ヒトとモノの関係の積算―土地の「文化（コトの積算）」の再定義へ

点群データとヒトの記憶の連携



おわりに

コモンズの効用

・分科の学を総合化するためのコモンズという概念

・地域と大学を連携させるツール



ご清聴ありがとうございました


